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１．経営成績等の概況 

（１）当期の経営成績の概況 

当期中におけるわが国経済は、好調な企業収益を背景に設備投資が合理化･省力化投資などを中心に増

加し、海外経済の緩やかな成長のもとで輸出が持ち直すなど緩やかに回復しました。個人消費について

も雇用・所得環境の改善が進むなかで、持ち直しの動きが見られました。一方で、雇用は人手不足の影

響が顕在化しており、人員確保が課題となっています。また、米国の政策運営や欧州の政治情勢、アジ

アの地政学リスクなど、海外経済の先行きの不透明感は継続しております。 

当行の主要営業基盤である静岡県経済につきましても、大企業・中堅企業の製造業を中心に生産性向

上や研究開発関連の設備投資が一段と増加するなど緩やかに拡大しました。また、輸出については、自

動車・二輪車等が欧州向けを中心に増加するなど、増加基調で推移しました。個人消費は、雇用・所得

環境が改善するなか、食料品や家電販売等が底堅い動きとなり、緩やかな回復基調で推移しました。 

金融環境につきましては、日経平均株価は金融緩和政策の継続や好調な企業業績を受けて一時は２万

４千円を超えるなど堅調に推移しましたが、海外の株式市場の低迷などから期末にかけて下落しました。

長期金利は日本銀行の「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」のもと０％近辺で推移しました。 

 

このような状況のなか、当行グループの経常収益は、有価証券関連収益の減少等により、前期比11億

23百万円減少の276億37百万円となりました。経常費用は、経費の減少等により、前期比５億19百万円減

少の242億91百万円となりました。この結果、経常利益は、前期比６億３百万円減少の33億45百万円とな

りました。 

 

セグメントごとの損益状況は、「銀行業」の経常収益は、有価証券関連収益の減少等により、前期比

11 億 59 百万円減少の 224 億 73 百万円、経常利益は、前期比 78 百万円減少の 33 億 94 百万円となりま

した。また、「リース業・クレジットカード業」の経常収益は、リース料収入の増加等により、前期比４

億 32 百万円増加の 56億 99 百万円、経常利益は、前期比 61 百万円増加の２億 23 百万円、信用保証業務

等の「その他」の経常収益は、前期比 31 百万円減少の 11 億 54 百万円、経常利益は、前期比１億 73 百

万円減少の１億 45 百万円となりました。 

 

（２）当期の財政状態の概況 

預金につきましては、地域に密着した営業基盤の拡充に努め、採算性を重視した調達を行った結果、

法人、個人預金が共に増加したものの、公金預金が減少し、前期末比 225 億円減少の１兆 3,466 億円、

個人預かり資産につきましては、お客さまの多様化するニーズにお応えするなか、個人預金、個人年金

保険等が増加した結果、前期末比 164 億円増加の１兆 1,157 億円となりました。 

貸出金につきましては、地域金融機関としてお客さまの資金需要に積極的にお応えした結果、前期末

比 243 億円増加の１兆 920 億円となりました。 

有価証券につきましては、市場動向を注視しつつ、機動的な運用を行った結果、前期末比 540 億円増

加の 3,077 億円となりました。 

 

（３）当期のキャッシュ・フローの概況 

営業活動によるキャッシュ・フローは、譲渡性預金の減少等により、前期比 1,863 億５百万円減少の

△988 億 63 百万円となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却による収入の減少等により、前期比 550 億 82

百万円減少の△567 億 73 百万円となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期比18百万円減少の△６億５百万円となりました。 

この結果「現金及び現金同等物」の当期末残高は、前期末比1,562億43百万円減少の587億25百万円と

なりました。 
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（４）今後の見通し 

（平成 31 年３月期の業績見通し） 

平成 31 年３月期の業績見通しは、連結ベースでは、経常収益 282 億円、経常利益 35 億円、親会社株

主に帰属する当期純利益 27 億円を予想しております。単体ベースでは、経常収益 226 億円、経常利益

34 億円、当期純利益 26 億円を予想しております。 

 

（利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当） 

利益配分につきましては、経営体質の強化と今後の経営環境変化への備えのため内部留保を確保する

とともに、株主の皆さまへ安定的な配当を継続することを基本としております。 

期末配当金につきましては、当初予想通りの１株当たり 30 円（年間 60 円）とさせていただく予定で

す。また、当行は、平成 30 年７月に創立 90 周年を迎えます。これを記念し、株主の皆さまの日頃のご

支援に感謝の意を表すため、平成 31 年３月期の中間配当について、1 株当たり５円の記念配当を実施

させていただく方針といたしました。これにより、平成 31 年３月期の配当金につきましては、中間配

当金 35 円、期末配当金 30 円（年間 65 円）となる予定です。 

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  当行グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び銀行間の比較可能性を考慮し、会計基準につきま

しては日本基準を適用しております。 

  なお、IFRS（国際財務報告基準）の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮のうえ、適切に対応し

ていく方針であります。 
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

現金預け金 216,802 60,662

商品有価証券 449 457

金銭の信託 1,201 1,200

有価証券 253,703 307,776

貸出金 1,067,716 1,092,046

外国為替 619 833

リース債権及びリース投資資産 9,989 11,074

その他資産 22,164 18,348

有形固定資産 19,571 19,061

建物 8,737 8,344

土地 9,393 9,267

リース資産 19 15

建設仮勘定 - 67

その他の有形固定資産 1,420 1,365

無形固定資産 1,112 960

ソフトウエア 786 688

リース資産 92 80

その他の無形固定資産 233 191

繰延税金資産 1,797 1,803

支払承諾見返 2,693 2,671

貸倒引当金 △7,758 △6,885

資産の部合計 1,590,062 1,510,013

負債の部

預金 1,369,182 1,346,641

譲渡性預金 59,710 -

コールマネー 11,219 -

借用金 47,529 58,471

外国為替 1 42

社債 10,000 10,000

その他負債 6,347 7,088

賞与引当金 496 490

退職給付に係る負債 1,071 869

役員退職慰労引当金 85 63

睡眠預金払戻損失引当金 40 36

繰延税金負債 24 35

支払承諾 2,693 2,671

負債の部合計 1,508,403 1,426,410

純資産の部

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,272 5,514

利益剰余金 63,608 65,368

自己株式 △300 △283

株主資本合計 77,250 79,270

その他有価証券評価差額金 3,496 3,352

繰延ヘッジ損益 28 18

退職給付に係る調整累計額 △598 △319

その他の包括利益累計額合計 2,926 3,052

新株予約権 41 42

非支配株主持分 1,440 1,237

純資産の部合計 81,659 83,602

負債及び純資産の部合計 1,590,062 1,510,013
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

経常収益 28,760 27,637

資金運用収益 16,444 15,959

貸出金利息 12,445 11,843

有価証券利息配当金 3,905 4,018

コールローン利息 2 1

預け金利息 84 83

その他の受入利息 7 11

役務取引等収益 8,655 9,233

その他業務収益 1,822 1,093

その他経常収益 1,837 1,350

経常費用 24,811 24,291

資金調達費用 824 612

預金利息 494 388

譲渡性預金利息 4 0

コールマネー利息 162 37

債券貸借取引支払利息 - 49

借用金利息 52 38

社債利息 88 88

その他の支払利息 23 10

役務取引等費用 5,031 5,365

その他業務費用 2,032 1,465

営業経費 16,409 16,194

その他経常費用 513 654

貸倒引当金繰入額 147 406

その他の経常費用 365 247

経常利益 3,948 3,345

特別利益 141 5

固定資産処分益 141 5

特別損失 46 55

固定資産処分損 31 1

減損損失 14 54

税金等調整前当期純利益 4,043 3,294

法人税、住民税及び事業税 752 973

法人税等調整額 206 △65

法人税等合計 958 908

当期純利益 3,085 2,386

非支配株主に帰属する当期純利益 106 54

親会社株主に帰属する当期純利益 2,978 2,332
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 3,085 2,386

その他の包括利益 △1,400 123

その他有価証券評価差額金 △1,713 △146

繰延ヘッジ損益 28 △9

退職給付に係る調整額 283 279

包括利益 1,684 2,509

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,568 2,458

非支配株主に係る包括利益 115 51
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 8,670 5,272 61,202 △298 74,847
当期変動額

剰余金の配当 △572 △572
親会社株主に帰属す
る当期純利益

2,978 2,978

自己株式の取得 △2 △2
自己株式の処分 △0 0 0
連結子会社株式の取
得による持分の増減
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

当期変動額合計 ― △0 2,405 △2 2,403
当期末残高 8,670 5,272 63,608 △300 77,250

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 5,218 0 △882 4,335 18 1,327 80,528
当期変動額

剰余金の配当 △572
親会社株主に帰属す
る当期純利益

2,978

自己株式の取得 △2
自己株式の処分 0
連結子会社株式の取
得による持分の増減
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

△1,721 28 283 △1,409 22 113 △1,273

当期変動額合計 △1,721 28 283 △1,409 22 113 1,130
当期末残高 3,496 28 △598 2,926 41 1,440 81,659

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)
株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計
当期首残高 8,670 5,272 63,608 △300 77,250
当期変動額

剰余金の配当 △572 △572
親会社株主に帰属す
る当期純利益

2,332 2,332

自己株式の取得 △2 △2
自己株式の処分 △7 20 13
連結子会社株式の取
得による持分の増減

248 248

株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

当期変動額合計 ― 241 1,760 17 2,019
当期末残高 8,670 5,514 65,368 △283 79,270

その他の包括利益累計額
新株予約権 非支配株主持分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利益
累計額合計

当期首残高 3,496 28 △598 2,926 41 1,440 81,659
当期変動額

剰余金の配当 △572
親会社株主に帰属す
る当期純利益

2,332

自己株式の取得 △2
自己株式の処分 13
連結子会社株式の取
得による持分の増減

248

株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

△143 △9 279 125 1 △202 △75

当期変動額合計 △143 △9 279 125 1 △202 1,943
当期末残高 3,352 18 △319 3,052 42 1,237 83,602
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 4,043 3,294

減価償却費 1,213 1,281

減損損失 14 54

貸倒引当金の増減（△） △1,192 △873

賞与引当金の増減額（△は減少） △9 △6

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △2,071 △202

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7 △22

睡眠預金払戻損失引当金の増減（△） △2 △4

資金運用収益 △16,444 △15,959

資金調達費用 824 612

有価証券関係損益（△） △1,673 △1,296

金銭の信託の運用損益（△は運用益） △12 △10

固定資産処分損益（△は益） △109 △4

商品有価証券の純増（△）減 △60 △8

貸出金の純増（△）減 △2,565 △24,330

預金の純増減（△） 19,793 △22,541

譲渡性預金の純増減（△） 54,710 △59,710
借用金（劣後特約付借入金を除く）の純増減
（△）

21,529 10,941

預け金（日銀預け金を除く）の純増（△）減 △214 △103

コールマネー等の純増減（△） 11,219 △11,219

外国為替（資産）の純増（△）減 △9 △214

外国為替（負債）の純増減（△） △4 41

リース債権及びリース投資資産の純増（△）減 △64 △1,514

資金運用による収入 16,728 16,210

資金調達による支出 △895 △565

その他 △15,852 7,807

小計 88,887 △98,343

法人税等の支払額 △1,444 △520

営業活動によるキャッシュ・フロー 87,442 △98,863

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △274,114 △247,694

有価証券の売却による収入 244,457 156,397

有価証券の償還による収入 28,609 34,662

金銭の信託の減少による収入 12 11

有形固定資産の取得による支出 △912 △404

無形固定資産の取得による支出 △107 △171

有形固定資産の売却による収入 363 426

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,690 △56,773

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △11 △27

自己株式の取得による支出 △2 △2

自己株式の売却による収入 0 0

配当金の支払額 △570 △569

非支配株主への配当金の支払額 △2 △2
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △586 △605

現金及び現金同等物に係る換算差額 5 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 85,171 △156,243

現金及び現金同等物の期首残高 129,797 214,968

現金及び現金同等物の期末残高 214,968 58,725
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

  該当事項はありません。 

 

（企業結合等関係） 

共通支配下の取引等 

当行による子会社株式の追加取得 

1.取引の概要 

     (1)結合当事企業の名称およびその事業の内容 

結合当事企業の名称  清水信用保証株式会社 

事業の内容      信用保証業務 

 

     (2)企業結合日 

平成 29 年６月９日 

 

     (3)企業結合の法的形式 

    非支配株主及び連結子会社からの株式取得 

 

     (4)結合後企業の名称 

    名称に変更はありません。 

 

     (5)その他取引の概要に関する事項 

資本構成見直しによるガバナンスの強化を目的に、非支配株主及び連結子会社が保有する株式を

取得したものであります。 

 

2.実施した会計処理の概要 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日）及び「企業結合会計

基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 25 年９月 13

日）に基づき、共通支配下の取引等として処理しております。 

 

3.子会社株式の追加取得に関する事項 

     (1)取得原価及びその内訳 

    取得の対価  現金預け金  ３百万円 

    取得原価          ３百万円 

なお、上記の記載は、非支配株主との取引に係るものであり、連結会社相互間の取引については

全額を相殺消去しております。 

 

     (2)非支配株主との取引に係る当行の持分変動に関する事項  

①資本剰余金の主な変動要因 

     子会社株式の追加取得 

 

②増加した資本剰余金の金額 

248 百万円 
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（セグメント情報） 

 1.報告セグメントの概要 

当行グループの報告セグメントは、分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当行グループは、当行、連結子会社７社で構成され、銀行業務を中心にリース業務など金融サービ

スに係る事業を行っております。事業セグメントのうち、セグメント情報の開示が必要な「銀行業」

及び「リース業・クレジットカード業」を報告セグメントとしております。「その他」の区分は報告セ

グメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務等であります。 

「銀行業」は、預金業務、貸出金業務、内国為替業務、外国為替業務、商品有価証券売買業務、有

価証券投資業務、投資信託販売業務、保険代理店業務、金融商品仲介業務等を行っております。 

「リース業・クレジットカード業」は、連結子会社の清水リース＆カード株式会社において、リー

ス業務及びクレジットカード業務を行っております。 

 
2.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

    報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表を作成するにあたり適用した会計

処理方法と同一であります。 

    報告セグメントの利益は、経常利益ベースの数値であります。 

    セグメント間の内部経常収益は、第三者間取引価格に基づいております。 

 

3.報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

(単位：百万円) 

 

報告セグメント 

その他 合計 
銀行業 

リース業・ 

クレジットカード業
計 

経常収益   

外部顧客に対する経常収益 21,896 5,316 27,212 424 27,637

セグメント間の内部経常収益 577 382 960 729 1,689

計 22,473 5,699 28,172 1,154 29,326

セグメント利益 3,394 223 3,617 145 3,763

セグメント資産 1,499,276 18,091 1,517,368 3,683 1,521,051

その他の項目   

  減価償却費 1,093 159 1,253 27 1,281

  資金運用収益 16,412 71 16,484 5 16,490

  資金調達費用 621 167 788 4 793

  貸倒引当金繰入額 311 △48 262 143 405

  減損損失 54 － 54 － 54

  有形固定資産及び 

無形固定資産投資額 
558 20 578 27 606

(注)  1.一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

2．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、信用保証業務

等であります。 
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4.報告セグメントの合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する

事項) 

(1) 報告セグメントの経常収益の合計額と連結損益計算書の経常収益計上額 

 (単位：百万円) 

経常収益 金額 

報告セグメント計 28,172

「その他」の区分の経常収益 1,154

セグメント間取引消去 △1,689

連結損益計算書の経常収益 27,637

（注）一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

(2) 報告セグメントの利益の合計額と連結損益計算書の経常利益計上額 

 (単位：百万円) 

利益 金額 

報告セグメント計 3,617

「その他」の区分の利益 145

セグメント間取引消去 △418

連結損益計算書の経常利益 3,345

 

(3) 報告セグメントの資産の合計額と連結貸借対照表の資産計上額 

 (単位：百万円) 

資産 金額 

報告セグメント計 1,517,368

「その他」の区分の資産 3,683

セグメント間取引消去等 △11,038

連結貸借対照表の資産合計 1,510,013

 

(4) 報告セグメントのその他の項目の合計額と当該項目に相当する科目の連結財務諸表計上額 

 (単位：百万円) 

その他の項目 報告セグメント計 その他 調整額 
連結財務諸表 

計上額 

減価償却費 1,253 27 － 1,281

資金運用収益 16,484 5 △531 15,959

資金調達費用 788 4 △180 612

貸倒引当金繰入額 262 143 1 406

減損損失 54 － － 54

有形固定資産及び 

無形固定資産投資額 
578 27 － 606
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（１株当たり情報） 

 
当連結会計年度 

(自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日) 

１株当たり純資産額 8,629円71銭 

１株当たり当期純利益金額 244円52銭 

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 244円18銭 

 

（注）1.１株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

 
当連結会計年度末 

（平成30年３月31日） 

純資産の部の合計額 百万円 83,602 

純資産の部の合計額から控除する金額 百万円 1,280 

うち新株予約権 百万円 42 

うち非支配株主持分 百万円 1,237 

普通株式に係る期末の純資産額 百万円 82,322 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期

末の普通株式の数 
千株 9,539 

 

2.１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次

のとおりであります。 

 
当連結会計年度 

(自 平成29年４月１日 
至 平成30年３月31日) 

１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 2,332 

普通株主に帰属しない金額 百万円 － 

普通株式に係る親会社株主に帰属する当

期純利益 
百万円 2,332 

普通株式の期中平均株式数 千株 9,538 

  

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額  

親会社株主に帰属する当期純利益調整額 百万円 － 

 普通株式増加数 千株 13 

  うち新株予約権 千株 13 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後

１株当たり当期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式の概要 

 － 

 

（重要な後発事象） 

該当事項はありません。 
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４．個別財務諸表

（１）貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

資産の部

現金預け金 216,796 60,655

現金 18,847 21,135

預け金 197,949 39,519

商品有価証券 449 457

商品国債 149 170

商品地方債 299 287

金銭の信託 1,201 1,200

有価証券 253,973 308,102

国債 65,425 53,546

地方債 22,377 45,109

社債 62,395 83,827

株式 21,281 22,060

その他の証券 82,493 103,559

貸出金 1,073,777 1,097,004

割引手形 6,412 8,984

手形貸付 16,352 14,008

証書貸付 939,791 962,570

当座貸越 111,221 111,441

外国為替 619 833

外国他店預け 604 810

買入外国為替 - 6

取立外国為替 14 17

その他資産 16,915 13,259

前払費用 46 46

未収収益 1,025 945

金融派生商品 222 203

その他の資産 15,621 12,064

有形固定資産 18,719 18,176

建物 8,089 7,729

土地 9,394 9,267

リース資産 853 684

建設仮勘定 - 67

その他の有形固定資産 382 426

無形固定資産 937 808

ソフトウエア 745 649

リース資産 113 80

その他の無形固定資産 78 78

前払年金費用 412 232

繰延税金資産 1,329 1,449

支払承諾見返 2,693 2,671

貸倒引当金 △6,397 △5,575

資産の部合計 1,581,427 1,499,276
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成29年３月31日)

当事業年度
(平成30年３月31日)

負債の部

預金 1,373,814 1,350,623

当座預金 53,033 53,330

普通預金 491,519 505,947

貯蓄預金 15,274 14,988

通知預金 1,939 2,623

定期預金 783,839 743,112

定期積金 9,267 8,811

その他の預金 18,940 21,807

譲渡性預金 59,710 -

コールマネー 11,219 -

借用金 40,900 50,800

借入金 40,900 50,800

外国為替 1 42

売渡外国為替 1 41

未払外国為替 - 1

社債 10,000 10,000

その他負債 3,766 3,950

未払法人税等 66 430

未払費用 662 739

前受収益 476 305

給付補填備金 1 1

金融派生商品 240 326

金融商品等受入担保金 - 72

リース債務 1,019 820

資産除去債務 35 59

その他の負債 1,264 1,194

賞与引当金 467 462

退職給付引当金 523 530

睡眠預金払戻損失引当金 40 36

支払承諾 2,693 2,671

負債の部合計 1,503,138 1,419,117

純資産の部

資本金 8,670 8,670

資本剰余金 5,267 5,267

資本準備金 5,267 5,267

利益剰余金 61,129 63,124

利益準備金 8,670 8,670

その他利益剰余金 52,459 54,454

別途積立金 48,632 50,632

繰越利益剰余金 3,827 3,822

自己株式 △300 △283

株主資本合計 74,767 76,778

その他有価証券評価差額金 3,452 3,318

繰延ヘッジ損益 28 18

評価・換算差額等合計 3,480 3,337

新株予約権 41 42

純資産の部合計 78,289 80,159

負債及び純資産の部合計 1,581,427 1,499,276
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（２）損益計算書

(単位：百万円)
前事業年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当事業年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

経常収益 23,632 22,473

資金運用収益 16,493 16,412

貸出金利息 12,495 11,898

有価証券利息配当金 3,904 4,416

コールローン利息 2 1

預け金利息 84 83

金利スワップ受入利息 6 9

その他の受入利息 0 1

役務取引等収益 3,476 3,612

受入為替手数料 1,016 994

その他の役務収益 2,460 2,617

その他業務収益 1,816 1,092

国債等債券売却益 1,816 1,092

その他経常収益 1,846 1,354

株式等売却益 1,433 1,001

金銭の信託運用益 12 10

その他の経常収益 400 342

経常費用 20,160 19,079

資金調達費用 834 621

預金利息 495 388

譲渡性預金利息 4 0

コールマネー利息 162 37

債券貸借取引支払利息 - 49

借用金利息 4 -

社債利息 88 88

その他の支払利息 80 58

役務取引等費用 1,010 996

支払為替手数料 171 172

その他の役務費用 838 824

その他業務費用 2,020 1,463

外国為替売買損 577 702

商品有価証券売買損 3 1

国債等債券売却損 1,417 742

金融派生商品費用 21 17

営業経費 15,725 15,438

その他経常費用 568 558

貸倒引当金繰入額 220 311

株式等売却損 64 54

株式等償却 93 -

その他の経常費用 190 192

経常利益 3,472 3,394

特別利益 141 5

固定資産処分益 141 5

特別損失 46 55

固定資産処分損 31 1

減損損失 14 54

税引前当期純利益 3,566 3,343

法人税、住民税及び事業税 712 849

法人税等調整額 157 △78

法人税等合計 869 770

当期純利益 2,697 2,573
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：百万円)
株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 8,670 5,267 5,267 8,670 46,132 4,202 59,004
当期変動額
剰余金の配当 △572 △572
別途積立金の積立 2,500 △2,500 ―
当期純利益 2,697 2,697
自己株式の取得
自己株式の処分 △0 △0
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

当期変動額合計 ― ― ― ― 2,500 △374 2,125
当期末残高 8,670 5,267 5,267 8,670 48,632 3,827 61,129

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額

等合計
当期首残高 △298 72,644 5,193 0 5,193 18 77,857
当期変動額
剰余金の配当 △572 △572

別途積立金の積立 ― ―

当期純利益 2,697 2,697

自己株式の取得 △2 △2 △2

自己株式の処分 0 0 0
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

△1,741 28 △1,713 22 △1,690

当期変動額合計 △2 2,122 △1,741 28 △1,713 22 432

当期末残高 △300 74,767 3,452 28 3,480 41 78,289

　

当事業年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：百万円)
株主資本

資本金
資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金
その他利益剰余金

利益剰余金合計
別途積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 8,670 5,267 5,267 8,670 48,632 3,827 61,129
当期変動額

剰余金の配当 △572 △572
別途積立金の積立 2,000 △2,000 ―
当期純利益 2,573 2,573
自己株式の取得
自己株式の処分 △7 △7
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

当期変動額合計 ― ― ― ― 2,000 △5 1,994
当期末残高 8,670 5,267 5,267 8,670 50,632 3,822 63,124

株主資本 評価・換算差額等
新株予約権 純資産合計

自己株式 株主資本合計
その他有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ損益
評価・換算差額

等合計
当期首残高 △300 74,767 3,452 28 3,480 41 78,289
当期変動額

剰余金の配当 △572 △572

別途積立金の積立 ― ―

当期純利益 2,573 2,573

自己株式の取得 △2 △2 △2

自己株式の処分 20 13 13
株主資本以外の項目
の 当 期 変 動 額 （ 純
額）

△133 △9 △143 1 △141

当期変動額合計 17 2,011 △133 △9 △143 1 1,869

当期末残高 △283 76,778 3,318 18 3,337 42 80,159
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５．その他 

 （役員等の異動） 

  別途開示いたします。 
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